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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期
連結累計期間

第56期
第２四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自2018年4月 1日
至2018年9月30日

自2019年4月 1日
至2019年9月30日

自2018年4月 1日
至2019年3月31日

売上高 （千円） 1,804,362 1,849,684 3,417,858

経常利益 （千円） 235,262 287,167 386,906

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 157,217 204,526 279,978

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 147,697 220,162 270,055

純資産額 （千円） 4,596,439 4,873,070 4,718,797

総資産額 （千円） 5,780,262 6,164,740 5,989,800

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 119.34 155.26 212.53

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.2 78.8 78.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 29,694 217,990 278,093

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △90,792 16,029 △144,279

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △53,085 △65,873 △53,083

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 780,823 1,133,393 974,168

 

回次
第55期

第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年7月 1日
至2018年9月30日

自2019年7月 1日
至2019年9月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 75.42 76.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

EDINET提出書類

ポバール興業株式会社(E30692)

四半期報告書

 2/22



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米中貿易摩擦の長期化による影響拡大や、日韓関係の悪化、

消費税率の引上げにより、先行きは不透明な状況となっているものの、雇用環境の改善や設備投資の増加により企

業収益も堅調に推移しました。

このような経済状況のもとで、当社グループは「接着・樹脂加工を基盤とし、拠点相互のネットワークを最大限

活かした成長事業、新規事業とグローバル展開」を基本方針として、「ソリューションビジネスの展開」「グロー

バル展開の推進」「成長事業・新規事業推進」「生産性向上」を目標に取り組んでまいりました。

当第２四半期連結累計期間は、総合接着・樹脂加工事業において、自動車・建材向けベルト及びディスプレイガ

ラス向け部材の販売が堅調に推移しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は1,849百万円（前年同四半期比2.5％増）、営業

利益は271百万円（前年同四半期比19.3％増）、経常利益は287百万円（前年同四半期比22.1％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は204百万円（前年同四半期比30.1％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

総合接着・樹脂加工

総合接着・樹脂加工につきましては、自動車・建材向けベルト及びディスプレイガラス向け部材の販売が堅調に

推移しました。以上の結果、売上高は1,471百万円（前年同四半期比7.9％増）となりました。

 

特殊設計機械

特殊設計機械につきましては、食品向け機械の販売が軟調に推移しました。以上の結果、売上高は378百万円

（前年同四半期比14.2％減）となりました。

 

　財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて174百万円増加し、6,164百万円

となりました。このうち、流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べて217百万円増加し、3,103百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が159百万円、受取手形及び売掛金が59百万円増加したことによるもので

あります。また、固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べて42百万円減少し、3,061百万円となりまし

た。これは主に、建物及び構築物が21百万円、機械装置及び運搬具が17百万円減少したことによるものでありま

す。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて20百万円増加し、1,291百万円

となりました。このうち、流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べて15百万円増加し、933百万円とな

りました。これは主に、支払手形及び買掛金が56百万円増加したことによるものであります。また、固定負債につ

きましては、前連結会計年度末に比べて5百万円増加し、358百万円となりました。これは主に、役員退職慰労引当

金が5百万円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて154百万円増加し、4,873百万

円となりました。これは主に、利益剰余金が138百万円増加したことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて159百万円増加し、1,133百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ188百万円増加し、217百万円となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純利益が326百万円計上されたことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、16百万円（前年同四半期は90百万円の支出）となりました。これは主に、保険

積立金の解約による収入が79百万円計上されたことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、前年同四半期に比べ12百万円増加し、65百万円となりました。これは主に、配

当金の支払額が65百万円計上されたことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、13百万円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,680,000

計 3,680,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,317,400 1,317,400
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 1,317,400 1,317,400 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年7月1日～

2019年9月30日
－ 1,317,400 － 179,605 － 321,531
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

　株式会社ＫＡＹ 　名古屋市中村区野田町字中深30番地 439,200 33.34

　神田くみ子 　名古屋市中村区 123,650 9.39

　株式会社光通信 　東京都豊島区西池袋一丁目4番10号 112,100 8.51

　神田亜希 　名古屋市中村区 74,110 5.63

　神田有華 　名古屋市中村区 74,110 5.63

　神田朝子 　名古屋市中村区 50,120 3.80

　ポバール興業従業員持株会 　名古屋市中村区野田町字中深30番地 46,370 3.52

　神田隆生 　名古屋市中村区 39,030 2.96

　神田誠太郎 　名古屋市中川区 36,000 2.73

　堀田忍 　愛知県稲沢市 36,000 2.73

計 － 1,030,690 78.24

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,316,900 13,169 －

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数  1,317,400 － －

総株主の議決権  － 13,169 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式66株が含まれております。

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年7月1日から2019年9月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年4月1日から2019年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 974,168 1,133,393

受取手形及び売掛金 979,157 1,038,304

商品及び製品 76,950 73,565

仕掛品 549,835 563,666

原材料及び貯蔵品 278,288 276,009

その他 29,475 20,603

貸倒引当金 △1,772 △2,421

流動資産合計 2,886,102 3,103,122

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,626,019 1,627,589

減価償却累計額 △1,034,199 △1,057,513

建物及び構築物（純額） 591,820 570,075

機械装置及び運搬具 1,349,237 1,351,524

減価償却累計額 △1,137,843 △1,157,492

機械装置及び運搬具（純額） 211,393 194,032

土地 1,428,817 1,426,393

建設仮勘定 10,145 16,072

その他 213,594 215,685

減価償却累計額 △188,277 △191,702

その他（純額） 25,316 23,983

有形固定資産合計 2,267,495 2,230,556

無形固定資産   

のれん 49,919 42,234

その他 5,547 6,502

無形固定資産合計 55,466 48,736

投資その他の資産   

投資有価証券 632,804 681,985

その他 149,534 102,525

貸倒引当金 △1,602 △2,186

投資その他の資産合計 780,736 782,323

固定資産合計 3,103,698 3,061,617

資産合計 5,989,800 6,164,740
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年9月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 386,346 442,790

短期借入金 20,000 20,000

未払法人税等 75,357 114,915

賞与引当金 69,871 81,746

その他 365,885 273,656

流動負債合計 917,460 933,108

固定負債   

役員退職慰労引当金 209,354 214,983

退職給付に係る負債 134,095 132,905

その他 10,093 10,672

固定負債合計 353,543 358,561

負債合計 1,271,003 1,291,669

純資産の部   

株主資本   

資本金 179,605 179,605

資本剰余金 275,336 275,336

利益剰余金 4,056,676 4,195,335

自己株式 △68 △90

株主資本合計 4,511,549 4,650,186

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 143,648 177,583

為替換算調整勘定 47,733 29,573

その他の包括利益累計額合計 191,381 207,156

非支配株主持分 15,866 15,726

純資産合計 4,718,797 4,873,070

負債純資産合計 5,989,800 6,164,740
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年4月 1日
　至　2018年9月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年4月 1日
　至　2019年9月30日)

売上高 1,804,362 1,849,684

売上原価 1,110,677 1,089,815

売上総利益 693,685 759,869

販売費及び一般管理費 ※ 465,732 ※ 488,027

営業利益 227,953 271,841

営業外収益   

受取利息 254 281

受取配当金 6,291 9,218

為替差益 － 3,394

その他 3,654 2,564

営業外収益合計 10,200 15,458

営業外費用   

支払利息 227 63

為替差損 2,618 －

売上割引 42 51

その他 3 18

営業外費用合計 2,891 132

経常利益 235,262 287,167

特別利益   

固定資産売却益 － 27

負ののれん発生益 － 2,564

保険解約返戻金 － 36,510

特別利益合計 － 39,102

特別損失   

固定資産除売却損 645 0

特別損失合計 645 0

税金等調整前四半期純利益 234,617 326,269

法人税等 76,653 121,396

四半期純利益 157,964 204,872

非支配株主に帰属する四半期純利益 746 345

親会社株主に帰属する四半期純利益 157,217 204,526
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年4月 1日
　至　2018年9月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年4月 1日
　至　2019年9月30日)

四半期純利益 157,964 204,872

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,665 33,935

為替換算調整勘定 △15,932 △18,645

その他の包括利益合計 △10,266 15,289

四半期包括利益 147,697 220,162

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 147,554 220,301

非支配株主に係る四半期包括利益 142 △139
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年4月 1日
　至　2018年9月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年4月 1日
　至　2019年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 234,617 326,269

減価償却費 69,285 55,716

のれん償却額 7,684 7,684

負ののれん発生益 － △2,564

貸倒引当金の増減額（△は減少） △818 1,261

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,358 7,205

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,745 △314

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,085 5,924

受取利息及び受取配当金 △6,546 △9,499

支払利息 227 63

為替差損益（△は益） △2,819 －

固定資産売却損益（△は益） － △26

有形固定資産除却損 645 0

保険解約返戻金 － △36,510

売上債権の増減額（△は増加） △270,290 △55,609

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,507 △999

仕入債務の増減額（△は減少） 15,149 48,915

その他 33,766 △58,252

小計 72,583 289,263

利息及び配当金の受取額 5,492 8,419

利息の支払額 △228 △64

法人税等の支払額 △48,153 △79,628

営業活動によるキャッシュ・フロー 29,694 217,990

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △87,544 △26,089

有形固定資産の除却による支出 △645 －

有形固定資産の売却による収入 － 33

資産除去債務の履行による支出 △275 －

無形固定資産の取得による支出 △700 △1,320

投資有価証券の払戻しによる収入 4,261 1,117

ゴルフ会員権の償還による収入 4,500 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ ※２ △37,095

貸付けによる支出 △534 △1,923

貸付金の回収による収入 985 1,398

保険積立金の解約による収入 － 79,908

保険積立金の積立による支出 △10,849 －

差入保証金の回収による収入 130 －

差入保証金の差入による支出 △121 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △90,792 16,029

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △397 －

自己株式の取得による支出 － △22

配当金の支払額 △52,687 △65,851

財務活動によるキャッシュ・フロー △53,085 △65,873

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,653 △8,920

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △116,838 159,225

現金及び現金同等物の期首残高 897,661 974,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 780,823 ※１ 1,133,393
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間において、株式会社アールエスティ電機工業の株式を取得したことにより、当第２

四半期連結会計期間末をみなし取得日として連結の範囲に含めております。このため、当第２四半期連結会計期

間においては、当第２四半期連結会計期間末の貸借対照表についてのみ連結しております。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2019年3月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年9月30日）

受取手形裏書譲渡高 －千円 24,889千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2018年4月 1日
　　至　2018年9月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2019年4月 1日

　　至　2019年9月30日）

給与手当 165,595千円 164,540千円

賞与引当金繰入額 31,833千円 35,714千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,085千円 5,924千円

退職給付費用 4,630千円 5,259千円

貸倒引当金繰入額 181千円 1,261千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年4月 1日
至　2018年9月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年4月 1日
至　2019年9月30日）

現金及び預金勘定 780,823千円 1,133,393千円

現金及び現金同等物 780,823千円 1,133,393千円

 

 

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

株式の取得により新たに株式会社アールエスティ電機工業を連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債

の内訳並びに株式会社アールエスティ電機工業株式の取得価額と株式会社アールエスティ電機工業株式取得の

ための支出（純額）との関係は次のとおりであります。

流動資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101,126千円

固定資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16,851千円

負ののれん　　　　　　　　　　　　　　　　　　△2,564千円

流動負債　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △29,172千円

固定負債　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △70,000千円

取得価額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16,240千円

被買収会社の現金及び現金同等物　　　　　　　 △49,144千円

支配獲得日からみなし取得日までの間に実行

された当該会社に対する貸付金　　　　　　　　　 70,000千円

差引：取得による支出　　　　　　　　　　　　　 37,095千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年4月1日　至　2018年9月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年6月27日

定時株主総会
普通株式 52,693 40 2018年3月31日 2018年6月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年4月1日　至　2019年9月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年6月26日

定時株主総会
普通株式 65,867 50 2019年3月31日 2019年6月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月17日

取締役会
普通株式 32,933 25 2019年9月30日 2019年11月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年4月1日　至　2018年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
総合接着・

樹脂加工

特殊設計

機械
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,363,722 440,640 1,804,362 － 1,804,362

セグメント間の内部

売上高又は振替高
45 8,856 8,901 △8,901 －

計 1,363,767 449,496 1,813,264 △8,901 1,804,362

セグメント利益 166,557 92,613 259,171 △31,217 227,953

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 259,171

セグメント間取引消去 939

全社費用（注） △32,157

四半期連結損益計算書の営業利益 227,953

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年4月1日　至　2019年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
総合接着・

樹脂加工

特殊設計

機械
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,471,453 378,231 1,849,684 － 1,849,684

セグメント間の内部

売上高又は振替高
141 － 141 △141 －

計 1,471,594 378,231 1,849,826 △141 1,849,684

セグメント利益 231,806 90,557 322,364 △50,522 271,841

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

特殊設計機械事業において、当第２四半期連結会計期間に株式会社アールエスティ電機工業の株式を

取得したことにより、セグメント資産が117,977千円増加しております。

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 322,364

セグメント間取引消去 2,720

全社費用（注） △53,242

四半期連結損益計算書の営業利益 271,841

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

特殊設計機械事業において、当第２四半期連結会計期間に株式会社アールエスティ電機工業の株式

を取得し、新たに連結の範囲に含めております。なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額

は、当第２四半期連結累計期間においては2,564千円であります。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称   株式会社アール・エス・ティ電機工業

事業の内容         制御盤の設計制作及び機内外配線工事

（2）企業結合を行った主な理由

当社は特殊設計機械事業を成長事業の一つとして位置づけており、2016年10月には株式会社日新製作

所、2017年7月にはユニカー工業株式会社の取得により事業を拡大し、柱事業への早期育成を図っており

ます。

株式会社アールエスティ電機工業は、制御盤の設計から制作、配線工事までを専門に行っており、株

式会社アールエスティ電機工業の優れた技術力と当社グループの強みを生かし、更なるシナジーを創出

するため、子会社化を決定するに至りました。

（3）企業結合日

2019年9月30日（みなし取得日）

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

株式会社アールエスティ電機工業

（6）取得した議決権比率

100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とした株式取得により、当社が議決権の100％を獲得したためであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当第２四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりませ

ん。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金 16,240千円

取得原価 16,240千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　19,000千円

 

５．負ののれん発生益の金額、発生原因

（1）負ののれん発生益の金額

2,564千円

（2）発生原因

企業結合時の時価純資産が、取得原価を上回ったことによるものであります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年4月 1日
至　2018年9月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年4月 1日
至　2019年9月30日）

１株当たり四半期純利益金額 119円34銭 155円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 157,217 204,526

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
157,217 204,526

普通株式の期中平均株式数（株） 1,317,346 1,317,343

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2019年10月17日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………32,933千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年11月29日

（注） 2019年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2019年11月14日

ポバール興業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 鈴木　賢次

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 山田　昌紀

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るポバール興業株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間（2019年７月１日から2019年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から
2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ポバール興業株式会社及び連結子

会社の2019年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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